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令和８年１月１日 第４６４号 

         発行：八幡平市民センター 

          ＴＥＬ ３２－２０２９ 
ＦＡＸ ３２－２００４ 

日時 1月 24 日（土）午前 10 時 30分から 

場所 八幡平市民センター 体育場 

内容 式典の部 功労者表彰 

     講演の部 講師 バイタルリード 

森山 日向子氏 

     祝宴の部 アトラクション他 

 

第３８回八幡平地区卓球大会 

日 時 1 月1８日(日)午前８時３０分集合 

            午前８時３５分監督会議 

場 所 八幡平市民センター 体育場 

対 象 中卒以上で八幡平地区に縁のある人。 

友達・知り合いの参加は認めない。 

※今年度より中学生は男女団体１部 

のみ各 1 名出場可とする。 

 日本卓球協会ルール 
 ３セットマッチ２セット先取 

種 目  【団体の部】４人１組(男女とも） 

・一部(１６才～４５才) 

 ・二部(４６才以上) 

 【個人の部】（男女とも） 

 ・青年の部（１６才～３０才） 

 ・成年の部（３１才～４５才） 

 ・熟年の部（４６才～５９才） 

 ・高年の部（６０才～６９才） 

・高年二部（７０才以上） 

申 込   １月１３日(火)まで 

個人の部は開会式終了後に受付 

 

第 2回 ハッピーライフ 

日時  ２月４日（水）10：00～11：00 

場所  八幡平市民センター 和室  

内容  「ストレッチヨガ」 

講師  鹿角ウィンプルスポーツクラブ 

佐藤 奈津子 氏 

締切  1月 2８日（水） 

※どなたでも参加できますので市民センター

まで申込みしてください。 

謹んで新春のお慶びを申し上げます 

昨年はクマ大量出没による被害と、ゲリラ豪雨による被害、そして年末にはやや強い地震もあ

り激動の 1年でした。今年はおだやかな年になればと願っているところです。 

令和 7年度の地域づくり協議会の諸行事については、お陰様で順調に推移しております。ひとえに地

域住民各位のご理解とご協力の賜と、心より感謝申し上げます。 

さて、八幡平地域の路線バスの廃止に伴う交通再編について、令和 6 年度に 2 回の地域づくりミー

テイングを実施し、鹿角市と協議を重ね持続可能な公共交通を目指すことになり、八幡平市民センター

を拠点とした『循環バス』と、『デマンド型乗合タクシー（愛称：はちタク）』の実証運行を令和 7年 10

月より開始しました。鹿角市として初の地域型公共交通が開始されたことは画期的な交通再編であり、

運行の安全や利用の増加を願っているところです。多くの出会いを通じて地域交流の促進につながる

ことを期待しております。 

結びに皆様のご健康とご多幸を祈念し、新年の挨拶に代えさせていただきます。 

八幡平地域づくり協議会 会長 齊 藤 桂 三 

 



優 勝 湯 瀬 Ａ  

準優勝 小 豆 沢 

 第三位 谷内・永田  

第四位 湯 瀬 Ｂ  

 

最優秀選手賞 村方 輝(湯瀬Ａ） 

優秀選手賞  畠山拓真(小豆沢） 

敢闘賞    晴沢剛大(谷・永） 

敢闘賞    阿部隼也(湯瀬Ｂ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 4回茶話会 

「クリスマスランチ」   12月 13日（土） 

八幡平市民センター・谷内市民センター・湯瀬体育館は令和 7 年 12 月 29 日（月）から 

令和 8 年 1 月 3 日（土）まで年末年始のため休館となります。 

第４３回八幡平地区バレーボール大会結果 

12 月 7 日（日）八幡平中学校体育館にて、８チーム参加のもと盛会に行われた今大会の決勝は湯瀬Ａチーム対 

小豆沢チームでした。湯瀬チームが圧倒的な強さを見せつけ見事５連覇を成し遂げました！ 

優勝 湯瀬チーム 

準優勝 小豆沢チーム 

小
　
豆
　
沢

長
嶺
・
川
部

敗者トーナメント

湯
　
瀬
　
Ａ

大
里
・
玉
内

谷
内
・
永
田

石
・
黒
 
Ａ

石
・
黒
 
Ｂ

湯
　
瀬
　
Ｂ

4 5 6 7 81 2 3

大
里
・
玉
内

石
・
黒
 
Ａ

石
・
黒
 
Ｂ

長
嶺
・
川
部


